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蛮
 
慶
 
蛾
 
 

中
世
期
の
歌
人
西
行
の
家
集
の
一
つ
で
あ
る
『
西
行
法
師
家
集
』
（
西
行
上
人
集
、
 
 

異
本
山
家
集
と
も
）
伝
本
は
、
現
在
、
写
本
が
四
十
余
本
ほ
ど
、
版
本
が
延
宝
二
年
版
 
 

行
と
し
て
一
種
三
十
余
本
ほ
ど
、
そ
の
所
存
が
報
告
さ
れ
、
三
系
統
に
分
類
さ
れ
て
い
 
 

（
1
）
 
 

る
。
ま
た
、
代
表
本
文
と
し
て
は
、
石
川
県
立
図
書
館
蔵
李
花
亭
文
庫
本
が
用
い
ら
 
 

■
り
こ
 
 

れ
て
い
る
。
本
稿
は
、
『
西
行
法
師
家
集
』
伝
本
・
本
文
に
つ
い
て
、
先
覚
の
研
究
成
 
 

果
に
よ
り
つ
つ
、
諸
伝
本
間
で
相
違
の
あ
る
諸
点
を
細
部
に
わ
た
っ
て
比
較
吟
味
し
、
 
 

そ
の
流
伝
の
実
態
を
追
求
し
よ
う
と
す
る
検
討
の
一
端
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
調
査
で
き
 
 

た
諸
本
を
奥
書
識
語
の
点
か
ら
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
管
見
諸
本
に
見
ら
れ
る
種
 
 

々
の
奥
書
識
語
な
ど
を
具
体
的
に
吟
味
し
、
諸
伝
本
の
書
写
・
伝
来
の
過
程
を
想
定
 
 

し
、
伝
本
相
互
の
親
疎
関
係
を
探
り
た
い
。
 
 
 

管
見
に
入
っ
た
『
西
行
法
師
家
集
』
諸
伝
本
の
う
ち
、
 
 
 

○
奥
書
識
語
な
ど
が
な
い
本
（
略
号
、
所
蔵
者
等
）
 
 

伊
長
 
久
保
田
淳
氏
蔵
伝
甘
露
寺
伊
長
筆
本
 
 

中
央
 
中
央
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵
伝
飛
鳥
井
頼
孝
撃
本
 
 

河
野
 
今
治
市
河
野
美
術
館
蔵
本
 
 

大
井
 
大
井
善
寿
氏
蔵
本
 
 

昌
平
 
内
閣
文
庫
蔵
昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵
本
木
 
 
 

菓
室
 
宮
内
庁
書
陵
部
薬
室
文
庫
蔵
〔
菓
・
攣
本
 
 

東
二
 
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵
 
〔
中
世
‖
・
‖
－
2
〕
 
本
 
 

『
西
行
法
師
家
集
』
諸
伝
本
の
種
々
の
奥
書
識
語
に
つ
い
て
 
 

慶
応
 
慶
応
義
塾
大
学
図
書
館
蔵
本
 
 

日
大
 
日
本
大
学
総
合
術
情
報
セ
ン
タ
ー
蔵
伝
心
敬
筆
本
 
 

呉
天
 
天
理
図
書
館
蔵
呉
天
柄
氏
旧
蔵
本
木
 
 

天
理
 
天
理
図
書
館
蔵
本
 
 
 

○
奥
書
識
語
な
ど
の
有
無
が
不
明
で
あ
る
本
 
 

末
一
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵
〔
中
世
1
1
・
1
1
－
1
〕
 
本
（
巻
末
落
丁
）
 
 
 

石
川
 
石
川
県
立
図
書
館
李
花
亭
文
庫
蔵
〔
隼
4
6
〕
本
蕃
末
落
丁
か
）
 
 

で
あ
る
諸
本
を
除
く
十
四
本
す
な
わ
ち
、
 
 
 

○
奥
書
識
語
な
ど
が
あ
る
本
 
 

東
奥
 
東
奥
義
塾
高
等
学
校
蔵
本
 
 
 

書
陵
宮
内
庁
書
陵
部
室
園
文
庫
蔵
〔
1
5
4
品
〕
本
 
 

東
急
 
大
束
急
記
念
文
庫
蔵
本
 
 

東
史
 
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
本
 
 
 

李
花
 
石
川
県
立
図
書
館
李
花
亭
文
庫
蔵
〔
8
3
1
－
れ
〕
本
 
 

国
学
 
園
拳
院
大
学
図
書
館
蔵
本
 
 

共
立
 
共
立
女
子
学
園
図
書
館
蔵
本
 
 

和
学
 
内
閣
文
庫
蔵
和
学
講
談
所
旧
蔵
本
 
 

細
川
 
九
州
大
学
附
属
図
書
館
細
川
文
庫
蔵
本
 
 

天
文
 
伊
藤
寡
夫
氏
蔵
天
文
七
年
書
写
本
 
 

山
内
 
高
知
県
立
図
書
館
蔵
山
内
文
庫
本
 
 

三
原
 
三
原
市
立
図
書
館
蔵
本
 
 

岩
国
 
岩
国
徴
古
館
蔵
本
 
 

延
宝
 
延
宝
二
年
版
行
本
（
調
査
底
本
）
 
 

が
奥
書
識
語
を
記
す
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
十
四
本
の
奥
書
識
語
に
つ
い
て
、
 
 

概
ね
、
年
号
記
載
が
早
い
も
の
か
ら
順
に
、
検
討
し
た
い
。
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り
で
あ
る
 
 

○
東
奥
 
 

書
陵
 
 

東
急
 
 
 

○
東
奥
 
 

書
陵
 
 

東
急
 
 

二
 
 

最
初
に
、
束
奥
・
書
陵
・
東
急
の
三
本
が
転
載
す
る
、
貞
和
凶
 
（
一
三
四
八
）
年
と
 
 

い
う
最
も
早
い
年
号
を
記
載
し
、
頓
阿
が
相
伝
の
こ
と
を
記
し
た
奥
書
か
ら
検
討
す
 
 

る
。
そ
の
本
文
を
、
東
奥
・
審
陵
・
東
急
の
三
本
を
比
校
し
て
掲
げ
る
と
、
次
の
と
お
 
 

三
本
間
で
小
異
が
あ
る
。
「
残
渥
之
間
」
 
「
残
酒
之
間
」
 
「
残
生
之
間
」
は
、
東
急
本
の
 
 

「
残
生
」
で
文
意
が
判
然
と
す
る
。
東
奥
本
の
 
「
残
渥
」
は
意
味
不
分
明
で
あ
り
、
番
 
 

陵
本
の
「
残
酒
」
は
意
味
が
通
じ
に
く
い
。
「
身
」
の
有
無
は
、
束
奥
・
書
陵
本
の
「
不
 
 

可
放
身
而
己
」
で
意
味
が
明
瞭
で
あ
る
。
東
急
本
は
「
身
」
を
誤
脱
し
た
と
見
て
よ
い
。
 
 

三
木
と
も
誤
写
ま
た
は
誤
脱
が
生
じ
た
本
文
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
奥
書
は
、
頓
阿
が
其
の
相
伝
の
事
情
を
証
し
た
、
と
も
解
せ
な
く
は
な
い
。
し
 
 

か
し
、
頓
阿
が
自
身
の
相
伝
の
こ
と
を
証
し
た
、
と
解
し
た
ほ
う
が
、
「
貞
和
四
年
十
 
 

月
比
、
不
レ
慮
相
二
樽
比
一
巻
こ
 
（
返
り
点
、
稿
者
。
以
下
同
じ
）
 
の
感
激
を
 
「
自
愛
 
 

無
レ
極
、
残
生
之
間
、
不
レ
可
レ
放
レ
身
而
己
」
（
校
訂
）
と
叙
述
す
る
一
節
か
ら
し
て
穏
 
 

（
3
）
 
 

当
で
あ
る
。
こ
の
奥
書
か
ら
、
先
覚
に
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
貞
和
四
年
頃
、
頓
 
 

阿
が
入
手
し
、
所
持
し
て
い
た
本
が
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
 
 
 

東
奥
・
書
陵
・
東
急
の
三
本
う
ち
、
こ
の
奥
書
を
単
独
で
掲
げ
て
い
る
の
が
東
奥
本
 
 

（
読
点
、
稿
者
。
以
下
同
じ
）
。
 
 

l
 

春
本
云
 
 
 

貞
和
四
年
十
月
比
、
不
慮
相
侍
此
一
巻
、
自
愛
無
極
、
矧
渥
之
間
、
 
 
 

貞
和
四
年
十
月
比
、
不
慮
相
停
此
一
巻
、
自
愛
無
極
、
矧
酒
l
之
間
、
 
 

山
家
集
一
巻
 
 
 

貞
和
四
年
十
月
比
、
不
慮
相
博
此
一
巻
、
自
愛
無
極
、
魂
封
之
間
、
 
 
 

不
可
放
刺
而
己
、
西
山
隠
士
頓
阿
」
酬
 
 
 

不
可
放
刺
而
己
、
西
山
隠
士
頓
阿
租
軸
 
 
 

不
可
放
・
l
而
己
、
西
山
隠
士
頓
阿
一
．
‥
．
．
」
 
 

で
あ
る
。
貞
和
四
年
の
頓
阿
相
伝
本
を
転
写
し
た
木
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

こ
の
奥
書
を
転
載
し
、
さ
ら
に
、
 
 

豪
侃
在
判
 
 

寛
永
八
年
林
鐘
下
旬
、
於
二
日
光
山
令
二
書
写
一
畢
 
 

と
い
う
寛
永
八
 
（
〓
ハ
三
二
）
 
年
の
書
写
の
旨
を
記
し
た
 
「
豪
侃
」
 
（
調
査
未
了
）
 
 

（
J
こ
 
 

の
奥
書
の
転
載
が
加
わ
っ
て
い
る
の
が
書
陵
本
で
あ
る
。
貞
和
四
年
の
頓
阿
相
伝
本
 
 

を
所
拠
本
と
し
た
寛
永
八
年
の
書
写
本
の
転
写
本
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
東
奥
・
審
 
 

陵
の
二
本
は
、
頓
阿
相
伝
本
の
系
譜
に
立
つ
点
で
、
近
似
す
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
が
、
東
急
本
で
は
、
こ
の
奥
書
が
別
の
四
種
の
奥
書
と
と
も
に
掲
げ
ら
れ
 
 

て
い
る
。
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 
 

○
此
集
、
周
嗣
禅
師
、
不
レ
慮
被
レ
相
一
一
博
西
行
上
人
自
筆
…
処
、
於
こ
法
勝
寺
僧
一
 
 

房
■
焼
失
間
、
尋
疇
▼
他
本
】
書
二
写
之
∴
 
 
 

○
山
家
集
一
巻
 
貞
和
四
年
十
月
比
、
不
レ
慮
相
こ
博
此
一
巻
∴
自
愛
無
極
残
生
 
 

之
間
、
不
レ
可
レ
放
而
巳
 
 
西
山
隠
士
頓
阿
 
 
 

○
此
草
子
、
於
∴
鷹
司
高
倉
之
滝
蒜
苧
加
二
勘
校
一
畢
、
不
審
猶
端
多
、
尋
一
・
詳
本
一
 
 

迫
而
可
レ
有
一
校
正
一
者
也
 
宰
徳
元
季
十
一
月
四
日
 
和
歌
所
旧
生
法
師
在
判
 
 
 

○
以
¶
一
飛
鳥
井
頼
孝
筆
跡
u
、
不
レ
違
二
字
一
書
写
校
合
 
 
 

○
延
賛
成
午
年
、
以
林
白
水
本
膳
之
、
京
師
新
写
本
 
 

一
番
目
の
奥
書
は
、
「
周
嗣
禅
師
」
書
写
の
旨
を
記
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
節
で
 
 

検
討
す
る
。
三
番
目
の
奥
書
は
、
「
和
歌
所
旧
生
法
師
」
が
宰
徳
元
〓
四
五
二
）
 
 

年
十
一
月
四
日
に
勘
校
了
し
、
「
不
審
猶
端
多
」
の
た
め
、
さ
ら
に
「
可
レ
有
二
校
正
 
 

一
者
也
」
と
評
し
た
「
此
草
子
」
が
伝
存
し
た
こ
と
を
示
す
。
「
和
歌
所
旧
生
法
師
」
 
 

（
5
）
 
と
は
、
頓
阿
の
曾
孫
で
あ
る
常
光
院
轟
孝
〓
四
五
五
年
没
、
尭
尋
の
子
）
を
指
す
。
 
 

そ
の
点
で
、
祖
父
で
あ
る
頓
阿
が
相
伝
し
た
と
い
う
本
と
の
関
係
が
注
意
さ
れ
る
。
 
 

も
っ
と
も
尭
孝
校
合
奥
書
自
体
そ
の
直
前
の
頓
阿
相
伝
奥
書
と
一
連
の
も
の
か
ど
う
 
 

か
不
明
で
あ
る
か
ら
、
知
る
由
も
な
い
が
。
四
番
目
の
奥
書
は
、
「
飛
鳥
井
頼
孝
筆
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跡
」
本
を
以
て
「
不
レ
違
ニ
ー
字
一
書
写
校
合
」
了
し
た
と
い
う
。
書
写
年
や
書
写
校
 
 

合
音
名
の
記
載
は
な
い
。
ち
な
み
に
、
飛
鳥
井
額
孝
 
〓
五
二
三
年
生
存
、
二
楽
 
 

軒
来
世
の
子
）
 
撃
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
本
が
あ
る
。
中
央
本
で
あ
る
。
五
番
目
 
 

の
奥
書
は
、
延
宝
六
 
（
一
六
七
八
）
年
に
林
白
水
 
（
一
七
〇
四
年
没
）
が
所
蔵
し
 
 

て
い
た
本
を
以
て
謄
写
し
た
と
い
う
。
書
写
音
名
の
記
載
が
な
く
、
「
京
師
新
写
本
」
 
 

と
記
し
て
い
る
。
林
白
水
は
京
都
の
書
林
で
禁
裏
・
幕
府
の
御
書
物
師
の
家
で
も
あ
 
 

る
出
雲
寺
和
泉
接
の
二
代
時
元
で
あ
る
。
林
白
水
自
身
「
蔵
書
を
た
く
わ
え
、
刊
本
 
 

（
8
）
 
 

の
み
な
ら
ず
写
本
と
し
て
の
小
部
数
の
必
要
に
応
じ
る
原
本
を
所
蔵
し
て
い
た
」
 
 

と
い
う
。
こ
う
見
る
と
、
東
急
本
は
、
貞
和
四
年
の
頓
阿
相
伝
本
が
書
写
の
あ
る
段
 
 

階
で
用
い
ら
れ
た
本
ま
た
は
そ
の
転
写
本
の
可
能
性
が
あ
る
。
 
 

と
こ
ろ
で
、
頓
阿
を
書
写
者
と
し
て
記
す
本
が
あ
る
。
東
史
本
で
、
そ
の
末
尾
に
、
 
 

西
山
隠
士
頓
阿
写
 
 

と
あ
る
。
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
信
じ
る
と
、
こ
の
本
は
「
西
山
隠
士
頓
阿
」
が
「
写
」
し
 
 

た
本
の
転
写
本
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
「
頓
阿
が
直
接
書
写
し
た
本
が
あ
っ
た
こ
と
を
 
 

（
7
）
 
 

知
る
」
点
で
興
味
深
い
。
束
史
以
外
の
本
に
、
頓
阿
の
書
写
本
に
関
わ
る
内
容
を
記
 
 

す
奥
書
な
ど
が
見
え
な
い
の
は
不
審
で
あ
る
が
。
東
史
本
ま
た
は
そ
の
所
拠
本
の
書
写
 
 

者
に
よ
り
付
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
な
し
と
し
な
い
。
 
 

三
 
 

李
花
・
国
学
■
共
立
の
三
本
が
単
独
で
、
前
掲
し
た
東
急
本
の
一
番
目
の
奥
書
を
掲
 
 

げ
て
い
る
。
観
応
二
 
〓
三
五
こ
年
七
月
と
い
う
早
い
日
付
を
も
ち
、
頓
阿
の
門
 
 

弟
で
あ
る
周
嗣
（
生
没
年
未
詳
）
が
書
写
し
た
本
に
頓
阿
と
周
嗣
が
そ
れ
ぞ
れ
記
し
 
 

た
一
連
の
奥
書
で
あ
る
。
李
花
・
国
学
・
共
立
・
東
急
の
四
本
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
な
 
 

本
文
で
あ
る
。
 
 

記
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

○
李
花
 
此
西
行
上
人
集
、
茶
花
圃
上
人
、
 
 
 

の
後
に
、
い
ず
れ
も
「
煙
た
に
跡
な
き
浦
の
藻
塩
草
又
か
き
を
く
を
あ
は
れ
と
そ
み
る
」
 
 

（
校
訂
）
 
の
歌
を
添
え
、
「
頓
阿
」
 
と
あ
る
。
次
い
で
、
周
嗣
の
奥
書
が
次
の
よ
う
に
 
 

（
空
白
）
 
 

李
花
か
ら
見
て
み
る
と
、
「
料
帝
妹
被
口
彼
曹
本
」
と
一
字
分
の
空
白
が
あ
る
が
、
共
 
 

立
・
東
急
本
に
よ
っ
て
 
「
撰
」
と
補
い
う
る
。
国
学
・
共
立
・
東
急
本
が
 
「
此
本
巻
 
 
 

○
李
花
 
 
 

国
学
 
 
 

共
立
 
 
 

東
急
 
 

○
李
花
 
 
 

国
学
 
 
 

共
立
 
 
 

東
急
 
 

国
学
 
 
 

共
立
 
 
 

東
急
 
 

○
李
花
 
 
 

国
学
 
 
 

共
立
 
 
 

東
急
 
 

○
李
花
 
 
 

国
学
 
 
 

共
立
 
 
 

東
急
 
 此

集
、
周
嗣
禅
師
、
不
慮
被
相
博
西
行
上
人
自
筆
処
、
於
法
勝
寺
僧
二
居
 
 

此
集
、
周
嗣
禅
師
、
不
慮
被
相
席
西
行
上
人
自
筆
処
、
於
法
勝
寺
㈲
．
‥
．
粛
 
 

此
集
、
周
嗣
禅
師
、
不
慮
被
相
席
西
行
上
人
自
筆
処
、
於
法
勝
寺
㈲
」
粛
 
 

此
集
、
周
嗣
禅
師
、
不
慮
被
相
倖
西
行
上
人
自
筆
所
、
於
法
勝
寺
㈲
．
「
粛
 
 

」
匪
白
）
 
 

焼
失
間
、
尋
他
本
書
写
之
、
料
帝
林
被
口
彼
旧
本
、
数
奇
至
勧
感
緒
者
也
 
 

焼
失
間
、
尋
他
本
書
写
之
、
・
・
・
・
・
・
・
・
、
・
・
・
・
・
・
・
・
 
 

焼
失
間
、
尋
他
本
書
写
之
、
料
帝
林
被
撰
彼
膏
本
、
刺
繍
至
勧
感
緒
者
也
 
 

焼
失
間
、
尋
他
本
書
写
之
、
料
紙
林
被
撰
彼
番
本
、
数
奇
至
勧
感
緒
者
也
 
 

此
西
行
上
人
集
、
察
花
園
上
人
、
 
 

此
西
行
上
人
集
、
察
花
園
上
人
、
 
 

此
西
行
上
人
集
、
察
花
園
上
人
、
 
 

副
一
首
、
新
所
被
濯
翰
墨
也
、
 
 

副
一
首
、
新
所
被
滞
翰
墨
也
、
 
 

副
一
首
、
新
所
被
滞
翰
墨
也
、
 
 

副
一
首
、
新
所
被
濯
翰
墨
也
、
 
 

而
巳
、
 
観
鷹
弐
年
…
七
月
副
 
 

而
巳
、
 
観
鷹
二
年
七
月
」
 
 

而
巳
、
 
観
鷹
二
年
…
七
月
副
 
 

而
巳
、
観
鷹
二
年
椚
七
月
引
 
 錐

未
消
遺
恨
之
心
灰
聯
擬
残
芳
之
手
澤
 
 

雉
未
消
遺
恨
之
心
灰
聯
擬
残
芳
之
司
矧
 
 

錐
末
消
遺
恨
之
心
灰
柳
擬
残
芳
之
」
．
廟
 
 

錐
末
消
遺
恨
之
心
灰
聯
擬
残
芳
之
割
矧
 
 

修
行
者
周
嗣
判
 
 

修
行
者
周
嗣
判
 
 

修
行
者
周
嗣
判
 
 

修
行
者
周
嗣
判
 
 

此
本
巻
始
和
歌
十
一
、
 
 

此
本
巻
始
和
歌
十
一
剖
、
 
 

此
本
巻
始
和
音
十
一
副
、
 
 

此
本
巻
始
和
歌
十
一
部
、
 
 

銘
奥
書
歌
 
 

銘
奥
書
苛
 
 

銘
奥
書
苛
 
 

銘
奥
書
帝
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始
和
寄
十
一
首
」
と
あ
る
が
、
「
首
」
を
脱
し
て
い
る
。
国
学
本
で
は
、
李
花
・
共
立
 
 

・
東
急
本
が
「
料
帝
鉢
被
撰
者
本
、
数
奇
至
勧
感
緒
者
也
」
（
校
訂
）
と
あ
る
一
節
の
 
 

脱
文
が
生
じ
て
い
る
。
な
お
、
日
付
の
 
「
観
應
二
年
七
月
日
」
の
「
日
」
を
欠
く
。
こ
 
 

の
李
花
・
国
学
本
の
「
於
法
勝
寺
僧
房
焼
失
間
」
の
「
僧
房
」
を
同
じ
く
「
僧
二
居
」
 
 

と
す
る
の
が
共
立
・
東
急
本
で
あ
る
。
火
災
が
あ
っ
た
の
が
法
勝
寺
の
僧
の
一
房
で
 
 

あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
「
l
」
は
術
辛
か
。
共
立
本
は
、
さ
ら
に
、
李
花
 
 

・
東
急
本
の
 
「
数
奇
至
勧
感
緒
者
也
」
と
あ
る
一
節
の
 
「
数
奇
」
の
「
奇
」
を
「
諦
」
 
 

と
誤
り
、
李
花
・
国
学
・
東
急
本
の
「
心
灰
柳
擬
残
芳
之
手
澤
而
巳
」
と
あ
る
一
節
の
 
 

「
手
澤
」
の
「
手
」
を
脱
し
て
い
る
。
四
本
と
も
本
来
の
本
文
に
は
生
じ
て
い
な
か
っ
 
 

た
は
ず
の
誤
謬
が
あ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

記
載
内
容
を
見
て
み
よ
う
。
「
此
集
、
周
嗣
禅
師
、
不
レ
慮
被
レ
相
二
侍
西
行
上
人
自
 
 

筆
一
処
、
於
こ
法
勝
寺
僧
房
一
焼
失
間
」
 
（
校
訂
）
と
あ
り
、
周
嗣
が
伝
西
行
自
筆
本
 
 

を
相
伝
し
た
が
、
法
勝
寺
の
火
災
の
際
に
焼
失
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
「
於
二
法
 
 

勝
寺
僧
房
一
焼
失
間
」
と
は
、
井
上
宗
雄
氏
が
「
大
日
本
史
料
を
参
考
す
る
と
暦
応
 
 

（
8
）
 
五
年
紺
永
三
月
二
十
日
の
事
で
あ
っ
た
」
と
説
か
れ
る
な
ど
、
諸
氏
が
暦
応
五
〓
 
 

三
四
二
）
年
の
こ
と
と
さ
れ
る
。
『
大
日
本
史
料
』
（
第
六
編
之
七
、
暦
応
五
年
三
月
 
 

焼
し
、
堂
塔
多
く
應
ス
、
…
…
〔
京
都
御
所
東
山
御
文
庫
記
録
〕
光
明
院
廣
記
 
三
月
 
 

廿
日
辛
卯
、
天
賓
、
申
刻
東
紺
、
方
有
炎
上
、
法
勝
寺
同
線
云
々
、
数
字
堂
、
井
九
重
 
 

堂
以
下
焼
亡
之
間
、
火
気
太
燃
盛
、
…
…
（
以
下
、
〔
中
院
晶
記
〕
な
ど
の
の
記
事
の
 
 

引
用
あ
り
、
省
略
）
」
 
の
諸
資
料
の
記
事
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
暦
応
五
年
三
月
二
十
 
 

日
の
法
勝
寺
の
火
災
の
こ
と
を
指
す
と
さ
れ
る
見
解
に
つ
い
て
の
異
見
は
な
く
、
従
っ
 
 

て
お
き
た
い
。
そ
れ
を
前
提
と
し
て
い
う
と
、
周
嗣
が
相
伝
し
た
と
い
う
伝
西
行
自
筆
 
 

本
が
、
現
存
は
し
な
い
が
、
そ
の
伝
存
が
わ
か
る
最
も
早
い
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 
 

ま
た
、
こ
の
本
が
焼
央
し
た
た
め
、
周
嗣
の
「
尋
二
他
本
一
書
】
▲
写
之
こ
と
い
う
本
が
、
 
 

二
十
日
の
項
）
掲
出
の
「
二
十
日
、
腔
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
日
ク
 
 

山
城
北
白
川
吉
田
火
ア
リ
、
法
勝
寺
寺
二
延
 
 

奥
書
の
目
付
か
ら
し
て
、
九
年
後
の
観
応
五
年
七
月
書
写
了
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
 
 

書
写
の
折
に
、
周
嗣
が
「
料
帝
淋
被
レ
撰
二
彼
啓
本
こ
（
校
訂
）
す
な
わ
ち
そ
の
料
紙
 
 

・
書
体
な
ど
は
焼
失
し
た
伝
西
行
自
筆
本
を
模
し
て
撰
し
、
「
察
花
園
上
人
」
 
（
頓
 
 

阿
）
 
が
 
「
巻
始
和
歌
十
一
首
」
 
（
校
訂
）
 
を
書
い
た
と
い
う
。
 
 
 

観
応
二
年
の
頓
阿
・
周
嗣
書
写
奥
書
を
単
独
で
転
載
し
て
い
る
李
花
・
国
学
・
共
立
 
 

の
三
本
は
、
観
応
五
年
書
写
了
の
周
嗣
書
写
本
を
祖
本
と
す
る
も
の
、
と
い
う
こ
と
に
 
 

な
る
。
東
急
本
は
、
前
述
し
た
と
お
り
、
観
応
l
一
年
の
頓
阿
・
周
嗣
書
写
奥
書
、
貞
和
 
 

四
年
の
頓
阿
相
伝
奥
書
、
享
徳
元
年
の
尭
孝
校
合
奥
書
な
ど
の
五
種
の
奥
書
を
掲
げ
 
 

て
い
る
。
最
初
に
頓
阿
・
周
嗣
書
写
奥
書
を
掲
げ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
頓
阿
・
 
 

周
嗣
書
写
奥
書
本
の
転
写
過
程
で
、
頓
阿
相
伝
奥
書
本
系
な
ど
の
他
本
が
何
ら
か
の
 
 

形
で
用
い
ら
れ
た
本
ま
た
は
そ
の
転
写
本
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
 
 

四
 
 
 

和
学
本
に
、
応
永
二
十
（
一
四
一
三
）
年
二
月
十
八
日
と
い
う
早
い
日
付
を
も
つ
奥
書
 
 

を
転
載
し
て
い
る
。
 
 

此
西
行
法
師
家
集
、
去
元
中
年
中
、
於
－
芳
野
∴
 
以
一
或
家
本
一
書
写
者
也
 
 

鷹
永
二
十
年
発
己
二
月
十
八
日
 
藤
原
判
 
 

こ
れ
に
よ
る
と
、
藤
原
某
が
、
元
中
年
間
（
一
三
八
四
～
一
三
九
二
）
、
吉
野
で
「
或
 
 

家
本
」
 
を
写
し
た
と
い
う
。
元
中
年
間
 
「
或
家
本
」
 
の
書
写
本
を
、
さ
ら
に
応
永
 
 

二
十
年
に
写
し
た
本
の
奥
書
と
し
て
、
「
藤
原
」
 
を
そ
の
書
写
者
と
し
て
解
し
う
 
 

（
9
）
 
 

る
。
あ
る
い
は
、
「
藤
原
」
 
も
し
く
は
別
人
の
書
写
本
に
、
元
中
年
間
に
 
「
或
家
 
 

本
」
 
を
写
し
た
本
で
あ
る
こ
と
を
、
応
永
二
十
年
に
 
「
藤
原
」
 
が
書
き
加
え
た
奥
 
 

書
と
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
。
こ
の
奥
書
に
示
さ
れ
る
元
中
年
間
の
「
或
家
本
」
 
 

の
書
写
本
が
、
書
写
し
た
本
を
指
す
の
か
、
所
拠
し
た
本
を
指
す
の
か
は
、
判
然
 
 

と
し
な
い
。
い
ず
れ
で
あ
れ
、
こ
の
奥
書
の
記
載
に
よ
り
、
元
中
年
間
に
 
「
或
家
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本
」
を
写
し
た
と
い
う
早
い
書
写
本
が
伝
存
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
和
学
本
に
は
、
 
 

右
の
奥
書
に
続
い
て
、
「
一
本
奥
書
」
と
し
て
、
所
拠
し
た
本
が
 
「
前
左
少
将
本
」
 
 

で
あ
る
と
い
う
、
 
 

中
秋
三
日
 
 

右
一
冊
、
前
左
少
将
本
仇
こ
乞
索
－
被
レ
預
写
之
云
云
 
 

の
奥
書
が
転
載
さ
れ
て
い
る
。
書
写
年
、
書
写
音
名
な
ど
に
つ
い
て
の
記
載
が
な
 
 

い
。
和
学
本
に
は
、
さ
ら
に
、
 
 

此
一
冊
、
以
テ
ニ
南
本
一
、
寒
月
夜
々
挑
レ
燈
書
写
者
也
 
 
十
二
月
日
 
 

の
書
写
奥
書
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
書
写
年
、
書
写
音
名
は
示
さ
れ
な
い
が
、
「
両
本
」
 
 

す
な
わ
ち
一
番
日
の
奥
書
を
持
つ
本
と
二
番
目
の
奥
書
を
持
つ
本
を
以
て
書
写
し
た
と
 
 

い
う
。
一
、
二
番
目
の
奥
書
に
よ
っ
て
、
元
中
年
間
の
「
或
家
本
」
と
「
前
左
少
将
本
」
 
 

と
の
両
本
が
あ
っ
た
こ
と
、
三
番
目
の
奥
書
に
よ
っ
て
、
和
学
本
は
こ
の
両
本
を
所
拠
 
 

本
と
し
た
書
写
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
 
 

天
文
本
、
細
川
本
、
山
内
本
が
、
そ
れ
ぞ
れ
書
写
に
つ
い
て
の
事
情
を
示
し
た
奥
書
 
 

を
記
し
て
い
る
。
そ
の
記
載
内
容
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
 
 
 

天
文
本
厨
、
天
文
七
 
〓
五
三
八
）
 
年
書
写
本
で
あ
る
こ
と
を
示
す
、
 
 

；
マ
）
 

（
r
以
J
か
】
 
 

依
り
二
所
望
、
染
レ
筆
■
 
 
天
文
七
 
長
月
中
旬
書
畢
 
 

と
い
う
奥
書
を
記
し
て
い
る
。
書
写
者
、
書
写
の
経
緯
に
つ
い
て
の
情
報
は
示
さ
れ
て
 
 

。
 
 
 

細
川
本
は
、
奥
書
に
、
 
 

慶
長
八
年
三
月
六
日
至
二
丑
刻
¶
遂
書
功
畢
 
同
四
月
十
四
日
一
校
畢
 
 

と
あ
り
、
そ
の
後
方
に
、
 
 

此
一
冊
、
祖
父
光
贋
真
筆
也
 
戸
部
侍
郎
藤
原
資
清
（
花
押
）
 
 

と
い
う
別
輩
の
識
語
が
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。
「
戸
部
侍
郎
藤
原
資
清
」
は
、
『
系
 
 

図
纂
要
二
十
三
』
所
収
「
藤
原
朝
臣
姓
」
 
（
「
同
姓
鳥
丸
」
 
「
裏
松
の
系
図
」
）
に
よ
る
 
 
 

と
、
光
広
 
（
〓
ハ
三
八
年
没
）
 
を
祖
父
、
光
賢
を
父
と
す
る
裏
松
資
清
 
（
『
公
卿
補
 
 

任
』
に
よ
る
と
、
一
六
大
七
年
没
）
 
で
あ
る
。
細
川
本
は
、
慶
長
八
 
〓
六
〇
三
）
 
 

年
に
烏
丸
光
康
が
書
写
し
、
t
校
を
加
え
た
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
 
 
 

山
内
本
は
、
巻
末
の
、
 
 

寛
政
元
己
酉
霜
降
月
、
写
レ
之
、
本
書
、
久
保
氏
本
借
 
 

と
あ
る
書
写
奥
書
の
記
載
か
ら
、
寛
政
元
（
一
七
八
九
）
年
に
「
久
保
民
本
」
を
書
写
 
 

し
た
本
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
、
そ
の
後
に
 
「
先
札
氏
蔵
本
」
と
あ
る
。
 
 

五
 
 

最
後
に
、
延
宝
版
本
の
政
文
・
刊
記
と
、
三
原
・
岩
国
本
の
延
宝
版
本
の
駿
文
・
刊
 
 

記
の
転
記
と
を
比
校
し
、
三
本
の
関
係
を
確
認
し
て
お
く
。
 
 
 

○
延
宝
 
或
人
、
西
行
法
師
の
家
の
集
歌
と
て
密
な
べ
し
を
く
事
年
久
し
、
予
か
 
 

三
原
 
 
 

岩
国
 
 

○
延
宝
 
 
 

三
原
 
 
 

岩
国
 
 

○
延
宝
 
 
 

三
原
 
 
 

岩
国
 
 

○
延
宝
 
 
 

三
原
 
 
 

岩
国
 
 

○
延
宝
 
 識

知
せ
し
め
ハ
な
と
か
 
 

識
知
せ
し
め
ハ
な
と
か
 
 

或
人
、
西
行
法
師
の
家
の
集
歌
と
て
密
な
ハ
し
を
く
事
年
久
し
、
予
か
 
 

或
人
、
西
行
絵
師
の
家
の
集
歌
と
て
密
な
均
し
を
く
事
年
久
し
、
予
か
 
 

云
宜
な
る
羽
村
、
秘
せ
る
草
し
か
れ
と
下
和
か
玉
も
人
に
見
せ
し
に
 
 

云
宜
な
る
羽
村
、
秘
せ
る
草
し
か
れ
と
下
和
か
玉
も
人
に
見
せ
し
に
 
 

云
宜
な
る
観
り
、
秘
せ
る
事
し
か
れ
と
†
和
か
玉
も
人
に
見
せ
し
に
 
 

よ
り
て
こ
そ
其
光
を
も
磨
し
出
せ
り
、
今
此
集
も
諸
人
に
あ
ま
ね
く
 
 

よ
り
て
こ
そ
其
光
を
も
磨
し
出
せ
り
、
今
此
集
も
諸
人
に
あ
ま
ね
く
 
 

よ
り
て
こ
そ
其
光
を
も
磨
し
出
せ
り
、
今
此
集
も
諸
人
に
あ
ま
ね
く
 
 

識
知
せ
し
め
ハ
な
と
か
世
の
亀
鑑
と
も
な
ら
さ
ら
ん
や
、
且
又
火
災
の
 
 

を
そ
れ
あ
り
、
早
・
梓
に
鎮
よ
と
す
～
め
て
開
板
し
畢
ぬ
 
 
 

世
の
亀
鏡
l
と
も
珂
引
 
 

世
の
貌
蝋
と
も
村
引
 
 ・
ん
や
、
且
又
火
災
の
 
 
 

・
ん
や
、
且
又
火
災
の
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三
原
 
を
そ
れ
あ
り
、
早
・
梓
に
鎮
よ
と
す
～
め
て
開
板
し
畢
ぬ
 
 
 

岩
国
 
を
そ
れ
あ
り
、
割
引
梓
に
鋒
よ
と
す
～
め
て
開
板
し
畢
ぬ
 
 

上
梓
し
た
経
緯
が
示
さ
れ
る
が
、
延
宝
版
本
が
所
拠
し
た
本
に
つ
い
て
は
「
或
人
」
が
 
 

秘
蔵
し
て
い
た
本
と
い
う
こ
と
し
か
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
判
然
と
し
な
い
。
延
宝
版
本
 
 

が
「
な
と
か
世
の
亀
鑑
と
も
剰
引
初
刊
」
「
判
梓
に
鋒
よ
」
と
す
る
が
、
「
な
ら
ん
や
」
、
 
 

「
早
」
は
語
法
的
に
不
審
で
あ
る
。
三
原
本
は
延
宝
版
本
と
全
く
同
文
で
、
配
字
・
配
 
 

行
・
仮
名
の
字
母
ま
で
合
致
し
て
い
る
。
岩
国
本
は
、
三
原
本
の
よ
う
な
忠
実
な
転
写
 
 

で
は
な
く
、
延
宝
版
本
の
 
「
な
と
か
世
の
亀
鑑
と
も
な
ら
ん
や
」
 
「
早
梓
に
鎮
よ
」
を
 
 

「
な
と
か
世
の
亀
鏡
と
も
な
ら
さ
ら
ん
や
」
 
「
早
く
梓
に
鎮
よ
」
と
訂
正
し
て
い
る
。
 
 
 

延
宝
版
本
は
、
同
一
版
木
を
用
い
て
、
刊
記
の
み
を
改
め
る
形
で
版
を
重
ね
て
い
る
。
 
 

す
な
わ
ち
出
版
年
月
・
編
者
の
署
名
・
二
店
の
書
辟
名
を
、
 
 

干
時
延
資
二
林
鐘
日
 
 

（
1
0
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
南
山
蒔
客
一
無
軒
道
冶
 
 

と
刻
す
る
第
一
刷
り
本
、
出
版
年
月
・
二
店
の
書
碑
名
を
、
 
 

干
時
延
賓
二
林
鐘
日
 
 

と
刻
す
る
第
二
刷
り
本
、
出
版
年
月
・
一
店
の
書
碑
名
を
、
 
 

干
時
延
資
二
林
鐘
日
 
 

（
 
削
除
ノ
痕
又
ハ
空
白
 
 
）
 
 

（
 
 
 
空
 
白
 
 

書
堂
 
 

書
堂
 
 （削
除
ノ
痕
又
ハ
空
白
）
 
 
 

永
田
長
兵
衛
 
 

（
1
1
）
 
中
村
七
兵
衛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
1
2
）
 
 

永
田
長
兵
衛
 
 

中
村
七
兵
衛
 
 

永
田
長
兵
衛
 
 

開
版
 
 

開
版
 
 

開
版
 
 
 

と
刻
す
る
第
三
刷
り
本
の
三
版
が
あ
る
。
三
原
こ
石
国
本
が
転
写
す
る
刊
記
は
、
い
ず
 
 

れ
も
第
三
刷
り
本
の
も
の
で
あ
る
。
三
原
・
岩
国
両
本
は
延
宝
版
本
の
第
三
刷
り
本
を
 
 

転
写
し
た
本
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
 
 

六
 
 

以
上
、
管
見
に
入
っ
た
『
西
行
法
師
家
集
』
諸
伝
本
に
つ
い
て
、
奥
書
識
語
の
点
か
 
 

ら
、
比
較
吟
味
し
た
。
そ
の
結
果
、
管
見
諸
本
は
、
 
 

○
奥
書
識
語
が
な
い
本
 
 
 

伊
長
、
中
央
、
河
野
、
大
井
、
昌
平
、
集
室
、
東
二
、
慶
応
、
日
大
、
呉
天
、
 
 

天
理
。
束
一
（
巻
末
落
丁
）
、
石
川
（
巻
末
落
丁
か
）
。
 
 

○
奥
書
識
語
が
あ
る
本
（
奥
書
か
ら
想
定
さ
れ
る
系
譜
）
 
 
 

刺
矧
～
貞
和
四
年
、
頓
阿
が
相
伝
し
、
所
持
し
て
い
た
本
。
 
 
 

謝
樹
～
貞
和
四
年
の
頓
阿
相
伝
本
を
、
寛
永
八
年
、
「
豪
侃
」
が
書
写
し
た
本
系
。
 
 

東
史
～
筆
者
名
を
頓
阿
と
付
記
す
る
本
。
 
 
 

刻
刻
～
観
応
五
年
、
周
嗣
が
、
「
他
本
」
を
以
て
、
伝
「
西
行
自
筆
」
本
（
焼
失
）
 
 

の
料
紙
・
書
体
な
ど
を
模
し
て
書
写
し
本
系
。
頓
阿
が
「
巻
始
和
歌
十
ご
 
 

を
書
い
た
と
い
う
。
 
 
 

矧
剖
～
観
応
五
年
、
周
嗣
が
書
写
し
た
本
系
。
 
 
 

刻
剖
～
観
応
五
年
、
周
嗣
が
書
写
し
た
本
系
。
 
 
 

東
急
～
審
写
の
あ
る
段
階
で
、
周
嗣
書
写
本
、
頓
阿
所
持
本
、
幸
徳
元
年
の
尭
草
 
 

書
写
校
合
本
、
伝
「
飛
鳥
井
頼
孝
筆
」
本
の
書
写
校
合
本
、
延
宝
六
年
 
 

の
林
白
水
所
蔵
本
が
用
い
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
本
。
 
 
 

和
学
～
元
中
年
中
の
「
或
家
本
」
の
書
写
本
と
「
前
左
少
将
本
」
を
書
写
し
た
本
 
 

を
以
て
書
写
し
た
本
 
 
 



嚢  40  

［
注
］
 
 

1
 
高
城
功
夫
氏
「
『
山
家
集
』
諸
本
の
研
究
（
〓
J
 
（
『
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
』
七
、
昭
和
四
 
 
 

十
六
年
三
月
。
『
西
行
の
研
究
－
伝
本
・
作
品
・
享
受
』
、
笠
間
書
院
、
平
成
十
三
年
三
月
に
再
 
 
 

録
）
、
寺
澤
行
忠
氏
「
西
行
上
人
集
伝
本
考
」
『
経
済
学
部
日
吉
論
文
集
』
（
三
五
、
昭
和
六
十
 
 
 

年
三
月
）
、
同
氏
『
西
行
集
の
校
本
と
研
究
』
所
収
「
西
行
上
人
集
」
 
の
 
「
研
究
編
」
 
（
笠
間
 
 

書
院
、
平
成
十
七
年
二
月
）
。
 
 

2
 
李
花
亭
文
庫
本
と
い
う
古
写
本
が
、
藤
岡
作
太
郎
氏
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、
早
く
に
『
異
本
 
 
 

山
家
集
』
（
明
治
三
十
九
年
刊
）
に
翻
刻
さ
れ
て
以
来
、
善
本
と
さ
れ
、
『
私
家
集
大
成
3
中
 
 
 

世
Ⅰ
』
（
昭
和
四
十
九
年
刊
）
所
収
「
西
行
上
人
集
」
 
（
糸
賀
き
み
江
氏
担
当
）
、
『
新
編
国
歌
 
 
 

大
観
3
私
家
集
編
Ⅰ
』
（
昭
和
六
十
年
刊
）
所
収
「
西
行
法
師
家
集
」
 
（
山
木
幸
一
氏
担
当
）
 
 
 

な
ど
の
多
く
の
公
刊
テ
キ
ス
ト
の
底
本
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
 
 

3
 
寺
澤
氏
注
1
前
掲
書
に
お
け
る
「
貞
和
四
年
頃
に
は
、
頓
阿
が
西
行
の
歌
集
を
所
持
し
て
い
 
 

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
」
 
と
い
う
指
摘
な
ど
。
 
 

4
 
高
城
氏
注
1
前
掲
審
に
「
頓
阿
法
師
が
、
貞
和
四
年
頃
入
手
し
て
い
た
本
を
、
江
戸
初
期
に
 
 
 

書
写
し
た
本
の
転
写
本
」
、
奇
滞
氏
注
1
前
掲
書
に
 
「
頓
阿
所
持
の
系
統
本
を
、
「
蒙
侃
」
が
 
 
 

天
文
～
天
文
七
年
、
某
が
書
写
し
た
本
。
 
 

細
川
～
慶
長
八
年
、
烏
丸
光
広
が
書
写
し
、
「
一
校
」
 
し
た
本
。
 
 

室
 
 

延
宝
～
「
或
人
」
の
秘
蔵
本
を
以
て
出
版
さ
れ
た
本
。
第
一
刷
り
本
の
刊
記
に
よ
 
 

れ
ば
、
l
無
軒
道
冶
の
編
。
 
 

．
ノ
…
 
 

三
原
～
延
宝
版
本
の
政
文
・
刊
記
 
（
第
三
刷
り
）
 
を
転
記
す
る
本
。
 
 

室
l
l
 
 
 

岩
国
～
延
宝
行
本
の
政
文
・
刊
記
（
第
三
刷
り
）
 
を
転
記
す
る
本
。
 
 
 

山
内
～
寛
政
元
年
、
「
久
保
氏
本
」
を
書
写
し
た
本
。
 
 

の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。
『
西
行
法
師
家
集
』
諸
伝
本
は
、
系
譜
の
う
え
で
、
 
 

頓
阿
所
持
本
系
 
（
東
奥
・
書
陵
）
 
 

周
嗣
書
写
本
系
 
（
李
花
・
国
学
・
共
立
）
 
 
 

延
宝
二
年
版
行
本
と
そ
の
転
写
本
系
（
延
宝
、
l
ニ
原
・
岩
国
）
 
 

の
三
種
に
大
別
で
き
、
こ
れ
ら
と
外
れ
る
伝
本
が
少
々
伝
わ
る
、
と
い
う
こ
と
が
明
ら
 
 

か
に
で
き
た
。
従
来
か
ら
結
論
の
み
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
奥
書
識
 
 

語
の
本
文
の
細
部
の
吟
味
か
ら
そ
れ
が
確
認
で
き
た
の
で
あ
る
。
 
 

5
 

印
、
和
歌
所
老
拙
法
印
と
も
。
 
 

6
 
宗
政
五
十
緒
氏
「
本
屋
の
括
動
と
歴
史
 
京
都
の
本
屋
さ
ん
」
『
近
世
の
出
版
 
本
屋
と
作
者
』
 
 

（
『
国
文
学
』
四
二
二
 
鵬
 
畢
燈
社
 
昭
和
九
年
九
月
）
 
 
 

ち
な
み
に
、
『
日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典
』
の
「
出
雲
寺
和
泉
嫁
」
の
項
（
藤
賓
久
美
子
氏
担
 
 
 

当
）
 
に
「
京
都
の
書
林
。
江
戸
時
代
以
来
昭
和
初
期
ま
で
続
い
た
京
都
の
本
屋
で
、
禁
裏
 
 
 

・
幕
府
に
出
入
り
し
た
御
用
達
町
人
。
堂
号
は
松
栢
堂
。
姓
は
林
。
開
業
時
期
は
定
か
で
 
 
 

な
い
が
、
正
保
四
 
（
一
大
四
七
）
年
刊
行
の
『
法
華
和
語
記
』
が
古
い
。
初
代
時
元
（
？
 
 
 

－
一
七
〇
四
）
。
隠
居
後
「
白
水
」
を
名
乗
り
、
幕
府
の
儒
者
林
業
峰
の
『
本
朝
通
鑑
』
や
 
 
 

水
戸
徳
川
家
の
『
大
日
本
史
』
編
修
時
に
京
都
か
ら
江
戸
に
写
本
・
新
刊
書
を
持
参
し
功
 
 
 

績
が
あ
っ
た
。
（
以
下
略
）
」
 
と
あ
る
。
山
岸
徳
平
氏
 
「
山
家
心
中
集
に
つ
い
て
」
 
（
山
岸
徳
 
 
 

平
著
作
集
Ⅱ
『
和
歌
文
学
研
究
』
有
精
堂
 
昭
和
四
十
凶
年
十
一
月
）
に
「
林
白
水
は
京
 
 
 

都
の
蔵
書
家
で
、
延
宝
頃
に
そ
こ
の
本
を
転
写
し
た
も
の
が
彰
考
館
に
は
少
な
く
な
い
の
 
 
 

で
あ
る
 
（
例
と
し
て
 
「
詩
文
警
句
・
白
水
本
・
延
宝
戊
午
・
京
写
新
写
」
 
「
拾
遺
紗
・
延
宝
 
 
 

戊
午
・
林
白
水
本
写
し
 
「
万
代
集
 
林
白
水
本
 
謄
写
」
な
ど
掲
出
）
」
 
の
指
摘
が
あ
る
。
 
 

7
 
寺
澤
氏
注
1
前
掲
菩
 
 

8
 
井
上
氏
注
5
前
掲
書
 
（
第
二
編
第
大
草
）
 
 

9
 
高
城
（
注
1
前
掲
蕃
）
・
寺
澤
（
注
1
前
掲
審
）
 
両
氏
が
元
中
年
間
「
或
家
本
」
を
書
写
し
た
 
 
 

本
を
応
永
二
十
年
に
写
し
た
本
の
奥
書
と
指
摘
さ
れ
、
寺
澤
氏
は
「
藤
原
」
を
そ
の
書
写
者
 
 

と
さ
れ
る
。
 
 

1
〇
一
無
軒
道
冶
は
医
師
・
地
誌
作
者
で
、
そ
の
著
に
、
延
宝
元
（
一
六
七
三
）
年
頃
版
行
の
『
高
 
 
 

野
山
通
念
集
』
、
延
宝
三
年
版
行
の
『
塵
分
船
』
、
延
宝
八
年
版
行
の
『
難
波
鑑
』
な
ど
が
あ
 
 

る
。
な
お
、
延
宝
六
年
版
行
の
『
宗
祇
秘
中
抄
』
の
序
文
を
付
し
て
い
る
。
 
 

1
1
 
中
村
七
兵
衛
は
、
寛
文
十
三
 
（
一
六
七
三
）
年
に
『
和
漢
朗
詠
集
』
、
延
宝
四
年
に
『
季
吟
甘
 
 
 

会
衆
』
、
延
宝
五
年
に
『
徒
然
草
諺
解
』
な
ど
を
版
行
し
た
書
嘩
で
あ
る
。
 
 

1
2
 
永
田
長
兵
衛
は
、
堂
号
文
昌
堂
・
屋
号
菱
屋
の
初
代
か
ら
三
代
ま
で
の
書
鋳
で
あ
る
が
、
延
 
 

宝
年
間
に
、
延
宝
八
年
版
行
の
『
字
林
大
全
』
『
節
用
集
大
全
』
な
ど
を
出
版
し
て
い
る
。
 
 

（
ベ
 
キ
ョ
ン
ア
 
元
筑
波
大
学
外
国
人
研
究
者
）
 
 
 

寛
永
八
年
に
書
写
せ
し
め
た
本
の
転
写
本
」
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
 
 

井
上
宗
雄
氏
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究
室
町
前
期
』
（
昭
和
四
十
年
十
一
月
、
昭
和
六
十
二
牢
五
 
 

月
刊
の
改
訂
版
に
よ
る
）
 
「
補
注
」
に
、
東
急
本
と
同
じ
く
「
和
歌
所
旧
生
法
印
」
と
付
さ
れ
 
 

る
轟
孝
奥
書
と
し
て
「
此
集
釈
円
雅
章
也
、
於
高
倉
閑
窓
加
校
合
早
、
可
為
証
本
敗
 
軍
徳
 
 

三
年
十
二
月
廿
一
日
 
珂
劉
所
l
間
封
法
l
酬
在
判
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
和
歌
所
旧
老
法
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